
芦
田
郡
金
丸
村
の
古
城
主
を
通
し
て
見
る

備
後
古
城
記
の
生
登
工
ち

こ
こ
に
金
丸
村

（今
の
新
市
町
金
丸
）
を
選
ん
だ
の
は
、
過
去
の
備
後
の
中
世
史

に
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
れ
な
か

っ
た
こ
と
と
、
金
丸
に
は
私
の
妻
の
実
家
が
あ
り
、

無
論
の
事

で
あ
る
が
何
度
も
訪
れ
て
地
理
が
分
か

っ
て
お
り
、
又
義
兄
と
そ
の
地
縁

血
縁
者
等
か
ら
情
報
を
得
や
す

い
と
い
う
私
的
理
由
か
ら
で
す
。

義
兄
の
家
の
庭
に
立
つ
と
、
す
ぐ
目
の
前
に
天
神
山
が
辺
た
り
を
威
圧
す
る
よ
う

に
威
風
堂
々
と
聟
え
、
後
を
振
り
返
る
と
田
能
城
跡
が
今
も
静
か
に
戦
国
の
残
影
を

と
ど
め
て
い
る
。

芦
田
川
の
支
流
神
谷
川
の
入
口
に
立

つ
と
、
左
手
に
今
か
ら
お
よ
そ
四
百
六
十
余

年
の
昔
、
天
文
三
年
毛
利
元
就
に
攻
撃
さ
れ
宮
氏
総
領
家
が
減
亡
し
た
、
亀
寿
山
合

戦
で
有
名
な
亀
寿
山
城
跡
が
最
初
に
目
に
入
る
。
そ
の
北
に
は
桜
山
四
郎
入
道
慈
俊

と
、
そ
の

一
族
滅
亡
の
悲
話
が
伝
わ
る
桜
山
城
跡
、
そ
し
て
備
後

一
宮
吉
備
津
神
社

官
司
有
木
氏
の
鳶
尾
城
等
備
後
の
戦
国
史
に
登
場
す
る
山
城
が
続

い
て
い
る
。

神
谷
川
沿

い
に
北
上
す
る
と
、
下
安
井
に
は
備
後
随

一
の
豪
族
官
氏
の
拠

っ
た
と

推
定
さ
れ
る
大
森
城

・
甲
山
城

・
観
音
山
城

・
保
屋
城

・
栗
田
城

・
四
五
迫
城

・
四

五
迫
北
城

・
四
五
迫
南
城
等
の
柏
城
砦
群
の
城
跡
が
連
な

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
上
流
の
常
に
は
、
桜
山
慈
俊
に
従
い
元
弘
の
乱
に
挙
兵
し
た
、
日
隈

若
狭
守
元
政
の
居
城
と
伝
え
ら
れ
る
日
隈
山
城
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
響
え
て
い
る
山

が
、
標
高
三
八
九
メ
ー
ト
ル
比
高
三
〇
九
メ
ー
ト
ル
を
誇
る
天
神
山
城
跡
で
あ
る
。

今
年
の
春
分
の
日
に
義
父
母
の
墓
参
の
あ
と
、
こ
の
天
神
山
に
登

っ
て
み
た
が
、

今
は
山
に
入
る
人
も
無
く
二
合
目
辺
り
ま
で
は
昔
の
山
道
の
形
跡
が
残

っ
て
い
た
が

そ
の
先
は
雑
木
と
柴
に
覆
わ
れ
、
さ
ら
に
倒
木
に
遮
ぎ
ら
れ
て
山
頂
ま
で
の
四
十
分

程
は
登
山
で
言
う
藪
漕
の
連
続
で
あ

っ
た
。
山
頂
か
ら
の
遠
望
は
樹
木
に
遮
ら
れ
あ

ま
り
良
好
と
は
言
え
な
い
が
、
眼
下
に
田
能
城
跡
、
そ
の
左
手
に
は
備
後
地
方
最
古

の
山
城
で
あ
り
、
規
模
は
延
長
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
と
い
う
常
城
の
山
々
が
連

な
り
、
麓
に
は
新
市
町
の
家
並
み
が
春
の
陽
光
の
中
に
霞
ん
で
い
た
。

天
神
山
の
頂
上
の
主
郭
は
幅
百
メ
ー
ト
ル
奥
行
百
五
十
メ
ー
ト
ル
と
広
大
で
あ
り

そ
の

一
段
下
に
は
西
側
か
ら
南
を
巡
り
東
の
屋
根
ま
で
続
く
、
幅
十
メ
ー
ト
ル
か
ら

二
十
メ
ー
ト
ル
程
の
帯
郭
が
見
ら
れ
る
。
主
郭
か
ら
東
に
下
る
屋
根
に
郭
と
堀
切
が

あ
り
、
こ
の
堀
切
の
下
に
も
郭
が
あ
る
が
、
そ
の
先
は
雑
木
と
柴
に
覆
わ
れ
確
認
は

不
可
能
で
あ

っ
た
。
昔
、
東
の
屋
根
に
あ

っ
た
と
言
わ
れ
た
駅
家
町
雨
木
や
新
市
町

/Jヽ

林

浩
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藤
尾

へ
の
道
も
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
北
側
は
か
な
り
の
急
斜
面
で
あ

る
が
、
今
は
杉
の
植
樹
林
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
下
山
は
杉
林
の
中
を
滑
り
降
り
る

よ
う
に
下

っ
た
。

こ
の
天
神
山
の
西

向
か

い
に
あ
る
、

田
能
城
跡
は
標
高

百
六
十
メ
ー
ト
ル

比
高
は
三
〇
メ
ー

ト
ル
程

で
、
付
近

の
山
か
ら
北
東
に
突
き
出
た
丘
陵
先
端
部
の
主
郭
と
思
わ
れ
る
平
坦
部
は
幅
十
二

メ
ー
ト
ル
奥
行
十
七
メ
ー
■
ル
程
で
、
北
東
下
と
南
西
下
に
二
重
の
堀
切
が
残

っ
て

い
る
。
城
跡
は
小
規
模
で
あ
り
独
立
し
た
城
で
は
な
く
、
天
神
山
城
の
出
城
で
あ
ろ

う
。
こ
の
城
跡
の
南
東
下
に
は

「
田
能
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
城
主
の
居
住
跡
と
伝
承
さ

れ
る
場
所
が
あ
り
、
谷
を
隔
て
た
北
の
山
麓
に
は
、
昔
、
的
を
立
て
城
か
ら
弓
を
射

た
と
い
う

「的
場
」
そ
の
隣
に

「上
馬
場
」
「
下
馬
場
」
と
い
う
名
称
が
、
今
そ
の
地

に
立
つ
家
の
屋
号
と
し
て
残

っ
て
い
る
。
下
の
谷
川
の

「
郷
の
坪

（昔
は
業
の
坪
と

云
っ
た
と
は
、
首
切
り
場
の
跡
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
こ
の
辺
り
に
は
数

基
の
コ
ゴ
メ
石
の
五
輪
塔
が
点
在
し
て
お
り
、
こ
れ
は
鎌
倉
時
代
末
期
の
元
弘
の
乱

に
呼
応
し
て
桜
山
慈
俊
が
挙
兵
し
、
一
時
は
備
後
半
国
を
打

ち
従
え
備
中
国
ま
で
打
ち
入

っ
た
が
、
楠
木
正
成

の
笠
置

０

城
、
赤
坂
城
の
落
城
に
よ
り
、
桜
山
軍
が
離
散
敗
退
し
た
時

０Ю
′
こ
の
辺
り
で
激
戦
が
あ
り
、
こ
の
時
の
戦
死
者
の
霊
を
祠

っ

２・。　
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

一一　
　
古
城
記
に
見
え
る
金
丸
氏
や
島
津
氏
を
姓
と
す
る
家
は

ぃ

金
丸
地
区
に
は
無
く
、
村
田
氏
は
数
軒
あ
る
が
古
城
主
と
の

翻
一
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
地
元

の
伝
承
も
地
誌
の

『西
備
名

鵬

匠
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
程
度
で
、
昔
か
ら
の
言

い
伝

麟
　
え
と

い
う
よ
り
ヽ
同
書
を
読
ん
だ
人
か
ら
の
聞
き
伝
え
ル
一思

田
　
わ
れ
る
。

次
に
古
城
記
に
見
え
る
金
丸
村

の
古
城
主
を
抜
粋
し
そ

れ
ぞ
れ
の
古
城
記
の
成
り
立
ち
に
追

っ
て
み
た
い
。

天神山城跡略測図 (S=1:4,000)

＝
憔
キ

／

―-44-―



各
備
後
古
城
記
よ
り
金
丸
村
の
項
抜
粋

①
水
野
家
領
内
吉
城
之
主
之
事
　
　
古
城
跡
十
郡
五
十
ケ
所

金
丸
村
の
議
述
は
な
い
。

＊
　
こ
れ
は
「広
島
県
史
近
世
資
料
編
１
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
水
野
記
の
古
城
主
の

記
録
で
あ
る
。
こ
の
瑞
源
院
本
水
野
記
は
元
禄
十

一
年

（
三
ハ
九
八
）
水
野
家
が

断
絶
し
て
、
京
都
の
伏
見
に
逼
塞
し
た
吉
雷
秀
元
が
記
述
し
た
も
の
で
、
秀
元
が
没

し
た
享
保
十
八
年

（
一
七
三
三
）
よ
り
数
年
前
に
完
成
と
見
ら
れ
る
が
、
著
者
の

自
筆
本
で
は
な
く
天
明
期

（
一
七
八

一
ヽ
人
八
）
の
写
本
で
あ
る
。

古
城
主
の
項
に
は

「山
南
丸
山
城
主
桑
難
式
部
、
下
山
商
城
主
闘
中
兵
庫
」
と

あ
る
。
沼
猥
郡
曲
南
村
は
福
島
氏
時
代
は

一
村
で
あ
っ
た
が
、
水
野
氏
時
代
の
五
和

六
年

（
一
六
二
〇
）
に
上
中
下
三
ケ
村
に
分
け
ら
れ
た
。
こ
の
事
か
ら
推
測
す
る

と
、
」ゝの
古
城
記
は
水
野
勝
成
が
入
封
の
の
ち
各
村
に
差
出
し
帳
を
出
さ
せ
、
そ
の

中
か
ら
古
城
主
の
部
を
書
き
出
し
た
も
の
を
原
本
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
城
主

の
註
釈
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
現
在
す
る
第

一
系
統
の
古
城
記
の
中
で
最
も
書
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
載
せ
て
い
る
古
城
跡
は
沼
限

・
安
那

・
晶
治

・
芦
田

・

神
石

・
奴
可

・
雫
奴

・
御
調

・
小
日

，
後
月
の
十
郡
で
、
水
野
領
で
は
な
い
所
も

若
干
含
ま
れ
て
入
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
尚
城
跡
の
数
は
数
え
方
に
よ
り
多

少
の
誤
差
が
生
じ
る
、
他
の
古
城
記
も
同
じ
で
あ
る
。

（
＊
印
以
下
は
検
証
部
分
以
下
問
じ
）

②
備
後
福
山
領
古
城
議

（鶴
濱
文
庫
）
　

古
城
跡
九
郡
百
八
十
二
ケ
所

金
丸
宗
左
衛
門
　
　
　
　
島
津

＊
　
奥
書
に
よ
る
と
、
芦
田
郡
木
野
山
村
の
弥
治
兵
衛
先
祖
よ
り
所
持
本
を
風
早

来
女
二
通
宗
が
寛
文
四
年

（
一
六
六
四
）
に
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

内
容
を
検
討
す
る
と
、
深
津
郡
の
項
に

「手
城
村
　
滋
野
左
近

（茂
野
左
近
の

靭
り
か
通

と
あ
る
．
手
城
村
は
覧
文
六
年

（
五
全
全
Ｃ

十
湾
に
汐
止
堤
が
完

成
し
、
延
宝
六
年

（
一
六
七
八
）
の
地
詰
に
よ
っ
て
出
来
た
村
で
あ
る
。
無
論

こ
の
吉
城
記
は
風
早
通
宗
の
自
筆
本
で
は
な
く
、
転
写
本
で
あ
る
か
ら
後
の
加

筆
と
思
わ
れ
、
古
城
跡
の
記
載
も
①
の
古
城
記
よ
り
か
な
り
詳
し
く
な
っ
て
い

る
。
な
お
奥
書
に

「弥
治
兵
衛
先
祖
よ
り
所
持
」
と
あ
る
が
、
原
本
は
何
時
書

か
れ
た
も
の
か
、
識
者
の
御
指
摘
を
仰
ぎ
た
い
。

③
備
後
古
城
擦

（鶴
濱
文
庫
）
　

備
後
六
郡
の
古
城
跡
百
四
ケ
所

金
丸
村
　
田
能

同
　
村
　
天
神
山

＊
　
前
半
に
他
国
の
城
主
を
録
し
、
後
半
に
深
津

・
安
那

・
分
郡

・
沼
隈

・
品
治

声
購
六
郡
の
宙
城
跡
が
抄
録
さ
れ
お
り
、
奥
警
な
く
曲
来
不
鴨
な
が
ら
、
分
郡

の
項
が
あ
る
の
で
水
野
勝
成
時
代
の
第

一
系
統
の
古
城
記
を
、
元
禄
十
三
年
Ｔ

七
〇
〇
）
以
後
に
改
編
し
た
も
の
で
、
城
主
の
註
釈
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
分

郡
と
は
、
元
禄
十
三
年
秋
出
羽
国
曲
形
か
ら
松
平
忠
雅
が
福
畿

へ
入
封
し
て
、

こ
の
時
政
策
上
の
便
宜
の
た
め
、
深
津
郡
の
う
ち
か
ら
野
上

・
多
治
米

・
川

田

・
本
庭

・
木
之
庄

・
坂
猥

。
中
簿
原

・
岩
成

（上
岩
成

・
下
着
成
）

・
森
脇

の
各
種
と
沼
隈
郡
の
う
ち
郷
分

・
曲
手

・
津
之
郷

・
加
屋

・
強
波

・
神
島

・
草

戸

，
水
呑

・
田
尻

・
後
地

（原

・
平
）
の
各
村
と
、
輌
及
び
走
島

・
田
島

・
横

島

・
百
島
の
島
々
を
両
郡
内
よ
り
分
割
し
て
名
付
け
た
呼
名
で
あ
る
。
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④
備
後
古
城
記

（鶴
賓
文
庫
）
　

古
城
跡
十
四
郡
二
百
七
十
五
ケ
所

金
丸
　
　
　
島
津
何
某

営
村
に
城
跡
ニ
ケ
処
有
其

一
ケ
処
は

一
向
城
主
語
博
も
な
く
相
知
申
さ
ず
壱

ケ
所
は
城
主
金
丸
殿
と
申
俸
実
名
等

一
回
相
知
申
さ
ず

＊
　
無
論
こ
の
古
城
記
も
写
本
で
あ
る
が
、
郡
村
別
に
古
城
主
を
筆
太
に
墨
書
し

て
い
る
。
こ
れ
が
水
野
勝
成
時
代
の
原
本
の
形
と
思
わ
れ
、
こ
れ
に
天
和
六
寅

（貞
享
三
寅

。
一
六
八
六
）
ま
で
の
註
釈
を
、
そ
の
城
主
の
右
肩
に
或
い
は
下

に
、
或
い
は
左
横
に
、
又
は
上
に
と
云
う
風
に
、
統

一
も
な
く
細
字
で
墨
書
さ

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
朱
書
の
加
筆
が
不
統

一
に
な
さ
れ
、
こ
れ
を
元
禄
十
三
年

（
一
人
四
二
）
の
元
禄
検
地
完
了
後
に
新
郡
村
名
に
よ
っ
て
改
編
し
て
い
る
。

世
に
流
布
し
て
い
る
多
く
の
古
城
記
は
、
こ
の

『備
後
古
城
記
』
の
写
本

・

転
写
本
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
城
主
の
註
釈
が
統

一
な
く
書
か
れ
て
い
た
た
め

に
、
転
写
の
時
前
者
の
註
釈
を
後
者
に
書
く
と
い
っ
た
間
違
い
や
、
草
書
書
き

で
あ
る
為
に
誤
字
で
書
き
写
さ
れ
た
箇
所
も
多
く
あ
る
古
城
記
が
現
れ
、
私
の

よ
う
な
郷
土
史
を
学
ぶ
初
心
者
の
頭
を
悩
ま
す
所
で
あ
る
。
載
せ
て
い
る
古
城

跡
は
沼
隈

・
深
津

・
安
那

・
品
治

・
芦
田

・
神
石

・
甲
奴

・
御
調

。
世
羅

・
三

慾

・
奴
可

・
三
次

・
恵
蘇

・
三
上
の
十
四
郡
に
及
ん
で
い
る
。

⑤
西
備
古
城
跡
　
　
古
城
跡
十
四
郡
二
百
九
ケ
所

金
丸
　
　
　
嶋
津
二
人
　
其
名
知
レ
ズ

＊
　

『西
備
古
城
跡
』
は
神
石
郡
来
見
村
時
安
の
伊
田
利
喜
三
氏
所
伝
本
を
得
能

正
通
氏
が
昭
和
六
年

（
一
九
三

一
）
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
古
城
記
の

特
筆
す
べ
き
点
は
、
他
の
書
と
異
な
り
沼
隈
郡
本
郷
村
か
ら
書
き
始
め
て
い
る

所
で
あ
り
、
同
郡
高
須
村
の
項
に

「古
志
三
良
左
衛
門
景
勝
　
本
郷
村
豊
長
殿

御

一
門
也
、
云
々
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
深
津
郡
福
山
の
項
の
註
に

「水
野
家
断

絶
の
後
ち
松
平
下
絶
守
殿
御
入
城
、
又
御
國
替
に
付
阿
部
備
中
守
殿
御
入
城
、

営
時
代
は
阿
部
氏
領
之
御
居
城
た
り
」
と
あ
る
。
こ
の
書
の
中
で
、
敬
語
を
使

っ

て
い
る
所
は
こ
の
ニ
ケ
所
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
思
考
す
る
と
、
福
山
阿

部
家
初
代
正
邦
の
時
代
、
即
ち
正
徳
年
中

（
一
七

一
一
～

一
五
）
に
、
本
郷
村

古
志
清
左
衛
門
豊
長
の
家
臣
の
子
孫
が
編
纂
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

金
丸
村
の
項
は
簡
単
な
記
述
し
か
な
い
が
、
他
村
に
は
随
所
に
増
補
が
あ
り
、

古
城
主
の
子
孫
の
行
方
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
第
二
系
統
の
古
城
記
で
あ
る
。

⑥
備
後
古
城
記
福
山
藩
内
沿
革
　
　
古
城
跡
六
郡
百
十

一
ケ
所

金
丸
殿
　
　
営
村
城
跡
ニ
ケ
所
有

一
向
語
博
之
城
主
な
し

一
ケ
所
金
丸
殿
と
申

停
実
名

一
向
相
知
ら
ず

＊
　
こ
れ
は
福
山
城
鏡
櫓
文
庫
に
集
録
さ
れ
た

『山
田
家
文
書
』
の
古
城
記
で
あ

る
。
奥
書
に

「安
政
元
年

（
一
人
五
四
）
甲
寅
七
月
写
之
山
田
団
治
」
と
あ
り
、

原
本
の
由
来
は
な
い
が
、
水
野
勝
成
時
代
の
第

一
系
統
と
推
定
さ
れ
る
古
城
記

か
ら
転
写
の
時
、
城
主
の
註
釈
を
体
裁
を
整
え
て
書
か
れ
、
川
口
村
の
項
に
は

貞
享
三
寅
年

（
一
六
八
六
）
ま
で
の
増
補
が
あ
る
が
、
加
筆
は
他
の
書
よ
り
少

な
く
原
本
に
近

い
状
態
を
と
ど
め
て
い
る
。
尚
、
こ
の
古
城
記
に
は
備
後
国
の

内
、
沼
津

・
深
津

・
安
那

・
品
治

・
芦
田

・
神
石
の
六
郡
を
載
せ
て
い
る
が
、

な
ぜ
か
神
石
郡
に
は
父
木
野

。
有
木
の
二
村
が
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

-46-―



○
備
後
國
古
城
記

（中
井
家
文
庫
）
　

古
城
跡
八
郡
百
六
十
五
ケ
所

金
丸
何
某
　
　
営
村
城
跡
ニ
ケ
所
有

一
ケ
所
者
城
主
語
博
も
な
し
相
知
ら
ず

嶋
津
何
某
　
　
一
ケ
所
は
金
丸
殿
と
申
博
費
名

一
日
機
知
ら
ず
此
所
に
語
停
も

な

し

＊
　
こ
れ
も
鏡
槽
文
庫
に
集
録
さ
れ
た
古
城
記
で
あ
る
。
奥
書
に
は
広
田
氏
写
と

あ
る
だ
け
で
、
年
代
由
来
と
も
に
不
明
で
あ
る
が
内
容
を
見
る
と
、
④
の

『鐘

後
古
城
記
」
と
同

一
原
本
か
ら
体
裁
を
整
え
て
読
み
や
す
く
書
き
写
し
た
よ
う

で
あ
る
が
、加
筆
は
少
な
く
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
に
は
沼
隈

・
深
津

・

安
那

，
品
治

・
芦
田

・
神
石

・
甲
奴

・
御
調
の
人
郡
を
抄
録
し
て
お
り
、
世

羅

・
三
難

・
奴
可

・
三
次

・
恵
蘇

・
三
上
の
六
郡
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

轟
、
中
井
、
広
田
両
家
は
阿
部
家
藩
士
で
あ
り
、
姻
戚
関
係
で
あ
っ
た
。
の
ち

広
田
家
は
他
県
に
移

っ
た
の
で
、
こ
の
時
中
井
家
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

③
備
後
古
城
記

（福
田
本
）
　

古
城
跡
十
四
郡
二
百
八
十
ケ
所

金
丸
　
　
　
島
津
何
某

営
村
二
城
跡
ニ
ケ
虎
有
其

一
ケ
庭
ハ
一
向
城
主
語
停
モ
ナ
ク
相
知
申
サ
ズ

一

ケ
慮

ハ
城
主
金
丸
殿
卜
申
辱
責
名
等

一
園
相
無
申
サ
ズ

＊
　
こ
れ
は
福
潤
禄
太
郎
氏
所
蔵
本
を
得
能
菫
通
氏
が
書
き
写
し
た
も
の
で
、
第

一
系
統
に
属
し
、
元
禄
年
中

（
一
六
人
人
ヽ

一
七
〇
三
）
に
改
編
さ
れ
て
い
る
。

深
津
郡
川
口
村
の
項
に
は
天
和
六
寅
歳

（貞
享
三
寅
年

，
一
大
八
六
）
の
加
筆

が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
古
城
記
は
④
の
濱
本
本
備
後
古
城
記
と
同

一
原
本
か

ら
、
体
裁
を
変
え
て
書
き
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
時
の
城
主
の
註
釈
の

誤
写
が
散
見
さ
れ
る
。
載
せ
て
い
る
古
城
跡
は
沼
隈

・
深
津

・
安
那

・
品
治

・

芦
田

・
神
石

・
甲
奴

・
御
調

。
世
羅

・
三
籍

・
奴
可

・
三
次

・
恵
蘇

・
三
上
の

十
四
郡
に
及
ん
で
い
る
。

◎
山
本
本
備
後
吉
城
認
　
古
城
跡
十
四
郡
二
百
八
十
ケ
所

檀
上
本
備
後
奮
城
記

金
丸
何
某
　
　
　
嶋
津
何
某

営
村
二
城
跡
ニ
ケ
所
ア
リ

一
ケ
所
者
城
主
語
博
モ
ナ
シ
不
相
無
又

一
ケ
所
者

金
丸
殿
卜
申
偉
貴
名

一
回
不
相
無
此
所
二
語
博
モ
ナ
シ

＊
　

『整
本
本
』
は
松
永
の
山
本
新
氏
所
蔵
本
で
あ
り
、
「檀
上
本
』
は
佐
波
村
の

産
屋
檀
上
家
所
伝
本
で
あ
る
。
両
書
は
内
容
は
同

一
で
あ
る
が
、
一山
本
本
は
構

書
筆
書
き
で
読
み
や
す
い
が

一
枚
霧
が
欠
落
し
て
い
る
。
檀
上
本
は
欠
落
部
分

は
な
い
が
癖
字
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
少
々
読
み
に
く
い
の
が
難
点
で
あ
る
。

奥
書
に

「右
古
城
跡
者
家
々
之
覺
書
或
切
紙
等
ヲ
取
集
メ
記
之
九
牛
力

一
毛

ナ
ラ
ン
其
上
城
跡

一
ケ
所
之
所
今

ハ
ニ
ケ
村
三
ケ
村
二
分
ル
モ
ア
リ
或
論
所
ト

ナ
リ
其
村
々
ョ
リ
同
名
悉
書
出
ス
類
モ
有
ヘ
シ
聞
誤
り
書
裁

（載
か
？
）
タ
ル

モ
有
ヘ
シ
又
筆
者
之
書
誤
切
タ
ル
モ
有
ヘ
シ
必
後
之
覇
哲
之
改
ヲ
待
桑
国
氏
源

幸
在
曲
名
氏
源
熙
口
上
ヲ
記
ス
　
　
安
永
丁
西
六
ノ
歳

（
一
七
七
七
）
卵
月
」
と

あ
り
、
内
容
は
③
の
福
菫
本
書
城
記
に
類
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
加
筆
が
さ
れ
て
お

り
、
書
写
し
の
時
の
註
釈
の
誤
り

・
誤
字

・
城
主
の
代
の
誤
り
等
少
な
か
ら
ず
あ

る
の
で
精
査
を
要
す
る
。
最
も
こ
れ
は
殆
ど
全
て
の
備
後
古
城
記
に
言
え
る
こ
と

で
あ
り
、
私
は
ま
だ
善
本
と
言
え
る
古
城
記
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
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⑩
備
後
古
城
跡
記

（鶴
濱
文
庫
）
　

古
城
跡
九
郡
百
五
十
八
ケ
所

護
熊
山

（日
能
山
の
誤
り
）
　

五
百
二
十
石

金
丸
宗
左
術
間
利
政

山
名
伊
豆
守
幕
下
父
宗
三
郎
大
内

へ
随
身
後
尼
子
義
久
随
利
之
と
申
は
伯

州
米
子
に
て
討
死

金
丸
宗
三
郎
利
高

天
神
山
　
　
十
二
百
石

村
田
隼
入
高
英

山
名
伊
豆
守
時
高
幕
下
永
正
三
年
父
八
郎
高
数
此
所
へ
移
り
事
禄
年
中
此

城
開
基
後
に
大
内
へ
随
後
又
入
江
正
高
に
従
ひ
父
本
野
郷
へ
移
る

村
田
次
郎
高
教

＊
　
内
表
紙
に
「水
野
家
領
分
内
古
城
蹟
記
』
と
あ
り
、
第
二
系
統
の
吉
城
記
で
、

第

一
系
統
と
大
き
く
異
な
り
古
城
主
の
子
孫
の
こ
と
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

金
丸
村
の
城
主
と
し
て
、
金
丸

・
村
田
両
氏
を
記
し
て
、
履
歴
ま
で
上
げ
て

い
る
が
、
こ
の
根
拠
を
私
は
知
ら
な
い
。
村
田
隼
人
高
英
は

「神
石
郡
誌
」
に

も
讐
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
宙
城
難
を
引
理
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

品
治
郡
中
島
村
石
崎
小
四
郎
義
満
の
条
の
註
書
に
「元
禄
三
年

（
王
ハ
九
〇
）

此
所
へ
立
去
申
候
篠
と
あ
り
、
又
声
灘
郡
藤
尾
村
入
江
大
蔵
正
高
の
条
に

「大

石
内
蔵
助
良
雄
の
先
祖
は
入
江
氏
の
家
臣
也
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
水

野
勝
俊
時
代
の
第
二
系
統
の
書
城
記
を
、
阿
部
正
邦
の
時
代
に
増
補
再
編
し
た

も
の
で
あ
る
。
尚
朱
書
の
部
分
に
品
治
郡
宮
内
村
桜
山
困
郎
入
道
慈
俊
の
条
に

「明
治
十
六
年
祠
を
新
桜
曲
内
城
址
に
建
て
之
を
祀
る
今
上
天
皇
五
五
位
の
官

を
賜
た
り
給
ふ
」
と
あ
る
故
、
濱
本
鶴
賓
氏
の
加
筆
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
古
城

記
に
は
沼
隈

・
深
津

・
安
那

・
品
治

・
芦
画

・
神
石

・
甲
奴

・
小
田

・
後
月
の

九
郡
を
記
載
し
て
い
る
。

①
備
後
書
城
記
集
成

（蒲
生
敬
信
編
纂
）
　

奮
城
跡
十
襲
郡
三
百
饉
十
七
ケ
所

田
能
城
主

金
丸
相
模
守
秀
備

人
皇
五
十
六
代
清
和
天
皇
後
胤
永
二
年
中

（
一
五
〇
四
～
二
〇
）
罪
二
依

リ
テ
甲
斐
国
へ
発
向
子
孫
者
慶
長
之
頃

（
一
五
九
六
～

一
六

一
甕
）
徳
川

二
随
テ
九
万
五
十
石
於
常
湾
新
治
郡
土
浦
居
城

金
丸
惣
左
ヱ
門
利
政

（宗
左
ヱ
門
ト
モ
）

山
名
伊
豆
守
幕
下
父
宗
三
部
利
高
大
内
随
身
後
尼
子
義
久
二
随
叉
云
米
子

ニ
テ
討
死

周
　
宗
二
部
利
高

尼
子
二
属
ス
伯
者
国
米
子
ニ
テ
討
死

天
神
血
城
主

島
津
壱
岐
守
朝
家
　
金
丸
村
日
ノ
中
二
墓
ア
リ

大
永
年
中

（
一
五
五

一
～
二
七
）
子
孫
日
向
鶴
へ
発
向
シ
テ
佐
土
原
城
主

ト
ナ
リ
禄
百
五
十
石
卜
云
フ

天
神
曲
後
主

村
田
次
郎
高
数
　
大
内
臣
永
正
中

（
一
五
〇
理
～
二
〇
）

長
者
屋
敷
卜
云
ア
リ
権
中
納
言
定
頼
朝
臣
在
舘
ナ
リ
ト
績
日
本
語
二
見
へ
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タ
リ
常
村
城
跡
卜
云
フ

一
説
モ
ア
リ

村
田
隼
人
高
英
　
知
行
千
弐
百
石

山
名
伊
豆
守
時
高
ノ
幕
下
永
正
三
年

（
一
五
〇
五
）
父
八
郎
高
数
此
処

ヘ

移
り
享
禄
年
中

（
一
五
二
八
～
三

一
）
此
城
開
基
後
大
内
義
隆

へ
随
ヒ
又

後
入
江
正
高
二
従
ヒ
父
木
野
郷
へ
相
移
ル

＊
　
こ
の
古
城
記
は
、
品
治
郡
倉
光
明
泉
寺
の
蒲
生
敬
信
師
が
備
後
古
城
記
を
集

め
編
纂
し
た
も
の
を
、
濱
本
氏
が
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
の
加
筆

が
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
上
中
下
三
巻
か
ら
な
り
、
そ
の
内
容
は
他
に
類
を
見
な

い
程
の
量
で
、
各
城
主
の
履
歴
に
つ
い
て
実
に
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、

個
々
に
検
証
す
る
と
疑
問
点
も
多
い
古
城
記
で
あ
る
。
例
え
ば
、
金
丸
相
模
守

秀
信
は

「清
和
天
皇
の
後
胤
で
永
正
年
中

（
一
五
〇
四
～
二
〇
）
罪
に
依

っ
て

甲
斐
国
へ
発
向
、
子
孫
は
慶
長
の
頃

（
一
五
九
六
～

一
六

一
四
）
徳
川
に
従

っ

て
、
九
万
五
千
石
を
領
し
常
州
新
治
郡
土
浦
に
居
城
」
と
あ
る
が
、
「姓
氏
家
系

辞
書
』
及
び

『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
る
と
、
「土
屋
氏

（金
丸
氏
）
は
清
和

源
氏
、　
一
色
氏
族
に
て
、　
一
色
詮
範
の
子
範
貞
の
後
な
り
」
と
あ
り
。

●ホ
　
　
裁
中

武
田
家
に
仕
え
、　
一
族
の
家
号
を
許
さ
れ
秋
山
と
称
す
。
後
ま
た
武
田
家

旧
家
臣
の
家
名
を
継
ぎ
、
金
丸
に
改
め
る
。

武
田
信
玄
に
仕
え
る
。

某

（平
三
郎
）
　

　

年
二
十

一
の
時
殺
害
さ
れ
る
。

昌
次
　
　
長
篠
の
合
戦
に
討
死
す
。
年
三
十

一

景
詮秋

山
伯
者
守
に
養
わ
れ
秋
山
を
称
し
、
武
田
家
へ
仕
え
る
。
年
二
十
九
没

昌
義天

正
十
年
武
田
勝
頼
生
害
の
時
、
こ
れ
に
殉
じ
て
自
害
す
。
年
一

信
玄
に
仕
え
、
数
度
の
軍
功
に
よ
り
老
臣
の
称
号
を
許
さ
れ
、

土
屋
と
改
称
す
。
長
篠
の
合
戦
に
討
死
す
。
年
二
十
七

正
猶

（土
屋
を
称
す
）

景
氏

（勝
頼
生
害
の
時
討
死
す
。
年
十
七
）

金
丸
よ
り

範
貞

（兵
部
少
輔

　

一
色
左
京
大
夫
詮
範
二
男
）

範
次

（刑
部
少
輔
）

藤
次

（伊
賀
守
）

Ｆ
Ｉ
虎
嗣

（若
狭
守
）

武
田
信
虎
に
仕
え
、
信
虎
諄
の

一
字
を
授
く
。

虎
義

（筑
前
守
）

―
―
忠
直

（民
部
少
輔
　
従
五
位
下
）

父
昌
恒
、
長
篠
の
合
戦
に
討
死
の
後
、
母
と
と
も
に
駿
河
国
に
来
り
、
徳

川
家
康
に
仕
え
軍
功
に
よ
り
、
上
総
国
久
留
里
城
を
賜
り
二
萬
石
を
領
す
。

女
子

利
直

（民
部
少
輔
　
従
五
位
下
）

父
の
遺
領
を
継
ぐ
。

敷
直

（但
馬
守
　
従
五
位
下
）
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数
直
は
徳
川
秀
忠

・
家
光
に
仕
え
、
常
陸
国
新
治
郡
の
土
濾
城
を
賜
り

国
高
五
十
石
を
領
す
。

之
直

（兵
部
少
輔
　
従
五
位
下
）

御
書
院
番
の
番
頭
に
な
り
、
の
ち
大
番
の
頭
と
な
る
。

女
子

政
直

（相
模
守
　
侍
従
従
困
位
下
）

父
の
遺
領
を
継
ぐ
。

・転
封
せ
ら
れ
て
駿
河
国
田
中
城
に
移
る
が
、
の
ち
再
び

欄
領
土
浦
城
に
移
さ
れ
、
爆
増
あ
っ
て
九
萬
五
十
石
を
領
す
。

稚
道

（水
野
石
見
守
忠
貞
の
養
子
）

女
子こ

の
系
図
に
よ
り
検
証
す
る
と
、
「備
後
古
城
記
集
成
」
に
い
う
日
能
城
主
金

丸
相
模
守
秀
信
が
罪
に
よ
り
甲
斐
国
へ
移
り
、
そ
の
子
孫
が
徳
菫
家
に
仕
え
て

土
浦
に
居
城
し
、
九
萬
五
十
石
を
領
し
た
と
は
肯
定
し
た
が
い
。

次
に

「
天
神
山
城
主
島
津
壱
岐
守
朝
家
の
子
孫
が
、
日
向
甕

へ
移
り
佐
土
原

城
主
と
な
り
禄
百
五
十
石
」
と
あ
る
が
、
百
五
十
石
の
城
主
な
ど
あ
り
え
な
い
。

ま
た
金
丸
地
区
に
は
島
津
氏
と
肯
定
で
き
る
墓

・
位
牌

・
過
去
帳
等
は
な
い
。

獲
土
原
城
主
島
津
氏
に
つ
い
て

「姓
氏
家
系
大
辞
典
』
に
よ
る
と

住
土
原
藩
、
薩
摩
十
五
代
島
津
貴
久
の
弟
忠
府
の
後
な
り
。
患
籍
は
大
限
に

封
ぜ
ら
れ
、
清
水
城
に
居
城
す
。
永
禄
四
年

（
一
五
六

一
）
兄
貴
久
に
叛
す
が

力
戦
し
て
死
す
。
そ
の
子
以
久

（征
久
）
慶
長
八
年

（
一
六
〇
三
）
那
珂
郡
佐

ｉ
漂
三
高
七
十
七
十
石
餘
を
賜
る
。
そ
の
子
彰
久
は
朝
鮮
の
役
に
戦
死
す
。
そ

の
弟
右
馬
頭
忠
興
が
家
を
継
ぐ
。

礼

枷

鉤

癸

鰊

勒

魏

ダ

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
天
神
山
城
主
島
津
氏
の
子
孫
が
佐
土
原
城
主
と
な
っ
た
と

は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
の
史
料
が
ど
こ
か
ら
出
た
も
の
か
知
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

村
麗
氏
に
つ
い
て
の
史
料
は

「西
続
峯
匡
』

・
『福
山
志
料
』
‘
「神
石
郡
誌
』

の
他
に
私
の
勉
強
不
足
か
見
え
な
い
。
尚
、
ど
の
書
も
古
城
記
を
引
用
し
て
い
る
。

⑫
備
後
芦
翻
郡
古
城
記

（小
野
熊
平
氏
所
載
本
）
　

古
城
跡
芦
田
郡
二
十
八
ケ
所

天
替
曲
城
主

構
代
島
津
豊
前
守
弘
久

建
久
八
年

（
一
一
九
七
）
六
月
当
山
二
居
城
ス
右
大
将
頼
朝
公
ヨ
リ

此
庄
ヲ
賜
り
西
海
二
於
ケ
ル
軍
功
ノ
恩
賞
也
清
和
天
皇
ノ
后
胤
源
氏

鎌
倉
右
大
将
頼
朝
公
三
男
島
津
豊
後
守
忠
久
ノ
長
男
是
也

神
行
院
殿
適
徳
宗
安
大
織
士

天
嘉
二
年

（正
嘉
二
年
か
？

一
二
五
人
）
二
月
匹
日
丸
十
二
才
率

二
代
島
津
豊
前
守
宗
久

安
全
寺
殿
栄
山
慶
雲
大
量
士

正
安
元
年

（
一
二
九
九
）
正
月
三
日
八
十
三
才
キ
ス

三
代
島
津
日
向
守
重
久

安
永
寺
殿
白
悟
供
饉
大
懸
士

貞
治
五
年

（
一
三
六
六
）
九
月
十
三
日
　
輌
津
合
戦
篠
死
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四
代
島
津
日
向
守
俊
久

光
融
寺
殿
瑞
光
普
家
大
居
士

徳
治
二
年

（
一
三
〇
七
）
正
月
十
九
日
キ
ス

五
代
島
津
対
馬
守
豊
久

光
顔
寺
殿
義
泉
宝
徳
大
居
士

延
元
三
年

（
一
三
三
八
）
二
月
七
日
キ
ス

六
代
島
津
日
向
守
家
久

照
亀
院
殿
即
雲
大
居
士

永
享
九
年

（
一
四
三
七
）
八
月
十

一
日
キ
ス

七
代
島
津
対
馬
守
信
久

安
城
寺
殿
道
孝
義
忠
大
居
士

文
明
二
年

（
一
四
七
〇
）
寅
二
月
九
日
キ
ス

八
代
島
津
壱
岐
守
朝
久

園
覺
寺
殿
道
顕
性
久
大
居
士

文
亀
二
年

（
一
五
〇
二
）
寅
二
月
廿
日
キ
ス

九
代
島
津
壱
岐
守
朝
家

天
堂
院
殿
道
顕
大
居
士

大
永
七
年

（
一
五
二
七
）
三
好
入
道
海
雲
卜
細
川
高
国
ト
ノ
合
戦

ニ

出
陣
シ
山
城
国
桂
川
二
於
テ
打
死
ス
友
ノ
士
首
ヲ
討
チ
桶

二
入
テ
販

国
シ
金
丸
天
神
山

二
葬
リ
タ
リ
此
時
落
城

一
門
方
々
二
浪
人
ス

十
代
島
津
豊
前
祐
朝
治

父
朝
家
ノ
長
男
九
州

二
落
行
キ
日
向
国
佐
土
原
ノ
大
守

二
百
石
ニ
テ

召
抱

ヘ
ラ
レ
家
士
ト
ナ
ル
子
孫
愛

二
俸
来
ス
云
々

家
臣
　
神
原
四
郎
兵
衛
　
神
谷
忠
四
郎
　
菅
原
権
太
郎

一
門
各
々
浪
人
ス

田
熊
山
城
主

（田
能
山
の
誤
り
）

初
代
金
丸
常
陸
守
忠
範

同
村
島
津
日
向
守
応
永
廿
二
年

（
一
四

一
五
）
召
抱
当
山
居
城
ス
者

也
金
丸
原
因
桓
武
天
皇
後
胤
平
氏
末
孫
伊
豆
国
那
河
郡
土
肥
庄
住
人

土
屋
次
郎
実
平
弟
土
屋
三
郎
宗
遠
息
土
屋
太
郎
宗
光
末
孫
近
江
国
神

崎
郡
山
上
城
大
守
臣
也
土
屋
四
郎
左
ヱ
門
宗
忠
八
男
忠
範
是
也
子
細

有
テ
備
后
来
り
地
名
ヲ
以
テ
姓
ト
シ
当
山
二
居
城
ス

雲
奥
院
殿
浄
教
忠
範
大
居
士

正
長
元
年

（
一
四
二
人
）
申
十
月
三
日
キ
ス

ニ
代
金
丸
近
江
守
忠
利

甘
露
院
殿
員
念
大
居
士

文
政
五
年

（文
安
か
？

一
四
四
八
）
六
月
七
日
八
十
二
才
キ

三
代
金
丸
伊
豆
守
英
利

最
勝
院
殿
長
観
林
融
大
居
士

文
明
元
年

（
一
四
六
九
）
丑
九
月
十
六
日
キ

四
代
金
丸
大
和
守
信
利

悦
山
院
玄
春
覺
融
大
居
士

明
応
八
年

（
一
四
九
九
）
未
三
月
三
日
六
十
二
才
＋

五
代
金
丸
相
模
守
秀
信
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永
正
四
年

（
一
五
〇
七
）
足
利
義
植
公
二
属
シ
京
地
二
入
ル
此
時
ニ

落
城
ス
後
足
利
氏
へ
仕
ヘ
テ
軍
功
ヲ
得
ル
同
人
長
子
甲
斐
国
守
護
職

ノ
台
命
ヲ
蒙
ム
ル
金
丸
筑
前
守
虎
義
長
男
金
丸
宗
蔵
昌
ガ
祖
先
是
也

末
孫
徳
川
家
二
属
シ
今
度
金
丸
姓
ヲ
土
屋
二
復
古
ス
軍
功
ヲ
得
九
万

五
千
石
ヲ
領
シ
常
陸
国
新
治
郡
土
浦
城
ヲ
賜
ハ
ル
此
時
徳
川
ョ
リ
平

氏
ヲ
源
氏
卜
改
姓
ス
ル
ノ
台
命
ヲ
受
ク
者
也
源
氏
卜
雖
モ
実
ハ
平
氏

ナ
リ
ト
云
々

家
臣
　
秋
村
忠
右
ヱ
門
　
川
口
平
九
　
磯
屋
助
六
　
各
々
浪
人
ス

＊
　

『備
後
芦
田
郡
古
城
記
』
は
、
芦
田
郡
福
相
村
の
小
野
熊
平
氏
所
蔵
本
を
、

同
村
の
松
本
卯
三
郎
氏
が
大
正
六
年
に
書
き
写
し
た
も
の
を
、
大
橋
の
高
田
雄

信
師
が
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
城
主
の
履
歴

・
歿
年
、
法
名
に
至
る
ま
で
実

に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
金
丸
地
区
に
島
津

・
金
丸
両
氏
の
菩
提
寺
や
墓

所
が
全
く
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
、
私
に
は
理
解
し
が
た
い
。

天
神
山
城
主
に
つ
い
て
は
、
初
代
島
津
豊
前
守
弘
久
を

「源
頼
朝
公
の
三
男

島
津
豊
後
守
忠
久
長
男
」
と
し
て
い
る
が
、
『姓
氏
家
系
辞
典
」
に
よ
る
と
、
島

津
氏
初
代
忠
久
の
出
白
に
つ
い
て
は

「惟
宗
朝
臣
説
」
。
「源
頼
朝
落
胤
説
」
・

「藤
原
説
」

・
「清
和
源
氏
義
家
流
」
等
の
諸
説
を
挙
げ
、
「
日
本
重
要
姓
氏
辞

典
』
で
は
、
秦
氏
の

一
族
惟
宗
忠
久
が
、
近
衛
家
領
島
津
荘
下
司
と
な
り
島
津

氏
を
称
し
た
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
忠
久
の
子
に
つ
い
て
は
忠
義

（後
に
忠
時
）

・
忠
網

・
忠
直
の
三
子
と
し
て
お
り
、
弘
久
は
見
え
な
い
。

田
能
山
城
主
金
丸
氏
に
つ
い
て
は
、
①
の

『備
後
古
城
記
集
成
』
の
所
で
検

証
し
た
の
で
こ
こ
で
は
略
す
。

内
容
は
⑬
の

『神
浦
芦
田
郡
古
城
記
』
と
類
似
し
て
お
り
、
浄
土
寺
系
の
古

城
記
と
い
わ
れ
て
い
る
。

⑬
神
浦
芦
田
郡
古
城
記
　
古
城
跡
三
十
五
ケ
所

天
神
山
　
嶋
津
豊
前
守
弘
久

清
和
帝
后
胤
鎌
倉
右
大
将
源
頼
朝
公
三
男
嶋
津
豊
後
守
忠
久
ノ
嫡

男
也
源
頼
朝
公
二
仕
テ
西
海
二
於
テ
軍
功
二
依
テ
建
久
八
年

（
一

一
九
七
）
六
月
芦
浦
常
金
丸
藤
尾
ノ
四
庄
ヲ
賜
故
二
新
築
居
城
ス

系
　
図

人
王
五
十
六
代

清
和
天
皇
―
―
―
後
胤
義
家

―
―
―
末
孫

―
―
―
日
本
征
夷
大
将
源
頼
朝

嶋
津
豊
後
守
忠
久

嶋
津
従
六
位
豊
前
守
弘
久

嫡
男
芦
田
郡
金
丸
庄
天
神
山
城
主
寿
永
中

（
一
一
八
二
～
八
四
）
西
海
ノ
役

二
祖
父
頼
朝
公

二
仕

ヘ
テ
戦
功

二
依
り
芦
浦
常
金
丸
藤
尾
四
庄
ヲ
賜
フ
故

ニ

当
山

二
居
城
ス

正
嘉
二
年
午

（
一
二
五
八
）
二
月
四
日
九
十
二
才

神
行
院
殿
道
徳
宗
安
弘
久
大
居
士

光芦
浦
氏
左
馬
介
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―
―
嶋
津
豊
前
守
宗
久

正
安
元
年

（
一
二
九
九
）
十
二
月
三
日
八
十
三
才
卒

安
全
寺
殿
栄
山
慶
雲
宗
久
大
居
士

―
―
宗
友

―
―
宗
定貞

治
五
年

（
一
三
六
六
）
九
月
十
三
日
輌
浦
ニ
テ
討
死

安
永
寺
殿
自
悟
倶
真
重
久
大
居
士

友子
嶋
津
日
向
守
家
久

明
徳
二
年

（
一
三
九

一
）
内
野
合
戦
出
陣
ス

永
享
九
年

（
一
四
三
七
）
八
月
十

一
日

照
亀
院
殿
即
雲
秋
月
家
大
居
士

嶋
津
壱
岐
守
朝
家

大
永
七
年

（
一
五
二
七
）
三
好
入
道
海
雲
卜
細
川
高
国
ト
ノ
合
戦

二
出
陣
シ

桂
川

二
於
テ
討
死
友
ノ
士
首
ヲ
討
チ
販
国
シ
テ
金
丸
村
天
神
山

二
葬
シ
タ

リ
此
時
落
城
ス
同
年
十
二
月
七
日
没

女
子

嶋
津
豊
后
守
朝
信

同
　
豊
前
守
家
信

此
時
兄
弟
二
人
共
九
州

へ
落
行
キ
日
向
国
佐
土
原
城
主

二
仕
テ
禄
百
五
十
石

ニ
テ
召
抱
ラ
レ
タ
リ
ト
云

金
丸
地
頭
　
金
丸
常
陸
介

芦
浦
地
頭
　
±戸
浦
左
馬
介

田
熊
城
主

（田
能
の
誤
り
）

一
、
金
丸
常
陸
介
忠
範

系
譜

ハ
桓
武
帝
ノ
末
孫
伊
豆
国
那
珂
郡
土
肥
庄
ノ
住
人
土
肥
次
郎
実
平

嶋
津
日
向
守
俊
久

徳
治
二
年

（
一
三
〇
七
）
正
月
十
九
日

光
融
寺
殿
瑞
光
普
泉
俊
久
大
居
士

俊
家

（次
郎
）

嶋
津
封
馬
守
豊
久

延
文
三
年

（
一
三
五
八
）
二
月
七
日

光
願
寺
殿
義
泉
宝
得
豊
久
大
居
士

女
子

嶋
津
封
馬
守
信
久

文
明
二
年
寅

（
一
四
七
〇
）
二
月
九
日

安
城
寺
殿
道
孝
忠
信
久
大
居
士

久
家

（治
郎
）

嶋
津
壱
岐
守
朝
久

文
亀
二
年

（
一
五
〇
二
）
二
月
十
日

円
覚
寺
殿
顕
性

一
員
朝
久
大
居
士

女
子



甕
、

五

、

七

、
八
、

九

、

ノ
弟
土
肥
三
郎
宗
遠
男
同
太
郎
宗
光
ノ
嫡
男
也
寿
永
中

（
一
一
人
三
～

八
四
）
島
津
弘
久
二
仕
テ
軍
功
二
依
り
篤
家
臣
当
地
へ
住
ス
后
郷
名
ヲ

以
テ
姓
金
丸
氏
卜
改
ム

正
嘉
二
年

（
一
二
五
人
）
人
月
七
日
　
　
　
仁
嬢
院
殿
忠
範
居
士

金
丸
常
陸
介
忠
則

正
和
五
年

（
一
三

一
大
）
正
月
七
日
　
　
　
清
光
院
浄
信
居
士

同
　
常
陸
介
忠
成

延
文
元
年

（
一
三
五
六
）
十
二
月
十
日
　
　
清
心
院
浄
道
居
士

同
　
常
陸
介
忠
正

明
応
二
年

（
一
四
九
二
）
人
月
九
難

※
明
徳
二
年

（
一
菫
九

一
）
か
？

清
雲
院
浄
寛
居
士

同
　
治
部
丞
忠
信

応
永
三
十
三
年

（
一
甕
二
六
）
十
月
三
圏
　
雲
奥
鑓
浄
教
層
士

同
　
近
江
介
忠
利

文
安
五
年
辰

（
一
四
困
八
）
六
月
七
日
　
　
耳
露
院
真
念
居
士

同
　
伊
豆
守
英
利

文
明
元
年
丑

（
一
四
六
九
）
九
月
十
六
日
　
最
勝
院
長
観
林
融
大
居
士

同
　
大
和
守
信
利

明
応
八
年
末

（
一
四
九
九
）
二
月
三
日
　
　
悦
山
寺
玄
春
覚
融
居
士

同
　
相
模
介
秀
信

永
正
鰯
年

（
一
五
〇
七
）
十
二
月
足
利
義
植
ノ
坂
京

二
随
テ
入
京
ス
故

二
落
域
ト
ナ
ル
足
利
籍
軍
家
二
仕
テ
軍
功
二
依
り
雫
斐
国

一
円
ノ
守
護

職
ノ
命
ヲ
蒙
ム
ル
息
金
丸
筑
前
守
虎
義
公
男
金
丸
宗
蔵
昌
惟
ノ
先
祖
也

同
入
長
男
金
丸
平
三
郎
民
部
少
輔
患
直
姓
ヲ
土
屋
氏
卜
号
ス
末
子
徳
川

路
軍
二
仕
テ
代
々
ノ
軍
功
二
依
リ
テ
常
州
新
治
郡
土
浦
城
九
万
五
千
石

ブ
賜
ハ
ル
此
時
徳
篤
公
ヨ
リ
源
姓
ヲ
賜
フ
故
二
平
氏
ヲ
源
氏
卜
改
ム
又

金
丸
氏
ヲ
土
屋
氏
二
復
姓
ス

小
頭
　
一騰
原
半
右
衛
門

＊
　
神
浦
本
の
機
書
に

そ
も
ノ
ヽ
古
城
系
譜
記
の
原
本
を
尋
ぬ
る
に
古
城
跡
の
あ
る
郷
ホ
入
り
旧
家
又

は
寺
社
其
他
無
城
跡
の
里
と
雖
共
有
名
家
等
の
旧
記
を
取
調
其
の
有
の
儘
を
記

志
備
後
古
城
系
譜
記
と
称
し

一
の
警
を
機
志
て
鶯
國
弘
く
通
し
諸
師
難
す
而
醜

寛
永
昔
年

（
一
六
四
三
）
正
月
ょ
り
十
二
月
ま
で

一
ケ
年
間
の
晴
雨
暑
寒

の
氣
候
が
も
不
抱
日
数
を
重
て
記
之
云
々

発
起
者

沼
隈
郡
山
南
村
　
光
照
寺
　
　
　
　
輌
　
小
松
寺

御
調
郡
尾
路
　
　
天
神
金
屋
　
　
尾
路
　
浄
土
寺

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
原
本
の
浄
土
寺
本
の

『備
後
古
城
系
譜
記
』
の
由
来
ど

思
わ
れ
る
が
、
本
文
中
に
は
元
禄
年
間

（
一
大
八
八
～

一
七
〇
三
）
の
記
述
も
あ
る

の
で
、
後
の
時
代
に
増
補
が
な
さ
れ
て
い
る
。

奥
書
に
は

「弘
化
三
年
丙
午

（
一
人
四
六
）
八
月

一
日
よ
り
十
二
日
ま
で
の
体
日

の
間
に
し
て
当
秘
程
書
写
し
原
本
尾
路
浄
土
寺
書
写
人
杵
磨
神
浦
孫
助
」
と
あ
る
。

先
般
芦
田
町
杵
磨
の
神
浦
家
を
訪
問
し
た
が
、
問
家
は
大
五
年
間
火
災
に
遭
わ
れ
て

お
り
、
古
文
書

・
古
城
記
等
も
こ
の
時
大
半
焼
失
さ
れ
、
現
在
は
所
蔵
し
て
お
』
れ
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な
い
。

高
田
文
庫
の

『神
浦
芦
田
郡
古
城
記
』
は
、
神
浦
家
所
蔵
本
を
明
治
三
十
二
年
に

府
中
広
谷
の
中
戸
千
葉
之
進
氏
が
書
き
写
し
た
も
の
を
、
大
正
六
年
に
高
田
雄
信
師

が
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
本
の
浄
土
寺
本
の
由
来
に
つ
い
て
調
べ
る
た
め
、
同

寺
を
訪
問
し
所
在
を
お
尋
ね
し
た
が
、
「
こ
こ
に
は
古
城
記
に
関
す
る
文
献
は
な
い
」

と
の
御
返
事
で
あ

っ
た
。
尚
、
浄
土
寺

の
古
文
書
に
詳
し
い
尾
道
の
郷
土
史
家
に
も

尋
ね
た
が
、
「浄
土
寺
の
古
文
書
は
殆
ど
目
を
通
し
た
が
古
城
記
は
な
い
」
と
言
わ
れ

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

こ
の
古
城
記
は
、
⑫
の

『備
後
芦
田
郡
古
城
記
」
と
類
似
し
て
い
る
が
、
杵
磨
村

の
滑
川
峰
山
城

（滑
山
城
）
の
項
は
大
き
く
異
な
り
、
城
主
神
浦
氏
に
つ
い
て
建
武

二
年
■

〓
≡
一四
）
、
初
代
土
佐
守
房
長
の
入
城
か
ら
、
八
代
兵
部
少
輔
義
頼
が
天
文

三
年

（
一
五
三
四
）
有
地
美
作
守
元
盛
に
攻
め
ら
れ
て
落
城
す
る

（竹
満
合
戦
）
ま

で
子
細
に
書
か
れ
て
お
り
、
以
前
か
ら
郷
土
史
家
の
間
で
は
、
「神
浦
孫
助
氏
に
よ
る

加
筆
で
あ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
神
浦
家
の
系
図
を
拝
見
し
た
が
、
八
代
ま
で

そ
の
歿
年

・
法
名
に
至
る
ま
で
古
城
記
と

一
致
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
推
測
は
当

た

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

田
能
山
城
主
金
丸
氏
に
つ
い
て
は
、
⑫
の

『備
後
芦
田
郡
古
城
記
』
よ
り
二
～
五

代
が
加
筆
さ
れ
て
、
九
代
ま
で
と
な

っ
て
い
る
。
各
城
主
の
出
自
に
つ
い
て
の
検
証

は
①

・
⑫
の
古
城
記
と
重
複
す
る
の
で
こ
こ
で
は
略
す
。

金
丸
の
城
主
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
否
定
す
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
が
、
天

神
山
に
は
あ
れ
程
巨
大
な
主
郭
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
構
築
出
来
た
領
主
が
い
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
が
、
肯
定
出
来
る
史
料
が
な
い
事
は
残
念
で
あ
る
。

こ
こ
に
載
せ
た
古
城
記
の
城
は
、
石
垣
を
築
き
天
守
閣
や
櫓
を
有
し
た
近
代
の
城

の
様
な
大
規
模
な
も
の
で
は
な
く
、
戦
国
時
代
の
城
塞
や
戦
時
の

一
時
的
な
砦
か
ら

一象
族
の
居
舘
に
至
る
ま
で
、
防
備
的
設
備
を
持

っ
た
築
造
物
を
全
て
含
め
て
城
と
称

し
て
お
り
、
二
村
三
村
に
ま
た
が
る
城
や
、
柏
城
砦
群
の
よ
う
に
多
数
の
城
に
よ
っ

て
成
り
立

っ
て
い
る
城
等
も
あ
る
の
で
、
中
世
の
城
の
数
は
断
定
し
難
い
。

群
雄
割
拠
の
戦
国
時
代
に
は
各
地
の
豪
族
が
城
を
構
え
た
が
、
勢
力
争
い
に
よ
り

或
る
者
は
滅
亡
し
、
又
或
る
者
は
よ
り
強
大
化
し
て
、
次
第
に
勢
力
の
強
い
者

へ
統

合
さ
れ
て
行

っ
た
。
豊
臣
秀
吉
が
天
下
を
統

一
し
て
、
戦
国
時
代
が
終
り
天
正
十
七

年

（
一
五
八
九
）
山
城
禁
止
令
が
出
さ
れ
る
と
、
大
規
模
な
城
や
地
の
利
を
得
た
城

が
残
り
、
山
城
は
取
り
壊
さ
れ
廃
城
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
徳
川
時
代
に
な
る
と
、
元

和
元
年

（
一
六

一
五
）
に
出
さ
れ
た

一
国

一
城
令
に
よ
り
、　
一
藩
に

一
城
だ
け
許
す

こ
と
に
な
っ
た
為
各
地
に
城
跡
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
城
跡
は
要
害
の
地

で
あ
る
か
ら
、
有
事
の
際
に
は
、
こ
こ
に
篭
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
幕
府
も
無
関

心
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
岡
山
県
史
第
二
十
五
巻
津
山
藩
文
書
の
森
家

先
代
実
録
巻
十
八
に

『美
作
国
古
城
井
城
主
之
覚

「百
六
十
六
城
也
」
但
、
五
拾
四

ケ
城
、
外
二
津
山
城
、
朱
丸
之
分
ハ
正
保
二
年
乙
酉
年

（
一
六
四
五
）
公
儀
ョ
リ
御

改
井
上
筑
後
守
政
治
へ
出
セ
シ
帳
面
之
写
也
、
（以
下
略
す
こ

と
あ
る
。
福
山
藩
に

於
い
て
も
幕
府
の
命
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
今
日
伝
わ

っ

て
い
る
古
城
記
の
成
り
立
ち
に
は
二
つ
の
系
統
が
あ
る
。

第

一
の
系
統
は
水
野
勝
成
が
入
封
直
後
に
村
々
の
庄
屋
に
出
さ
せ
た
差
出
帳
か
ら

古
城
跡

・
古
城
主
名
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
水
野
勝
俊
時
代
に
最
初
の

増
補
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
松
平
氏
時
代
の
元
禄
検
地
の
直
後
、
新
郡
村
名
に
よ
っ
て
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改
編
さ
れ
た
、
こ
の
た
め
古
城
記
の
原
作
者
と
い
う
者
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
の
系
統
は
水
野
勝
俊
の
時
代
に
調
査
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
第

一
の
系
統
と

大
き
く
異
な
り
、
古
城
主
の
子
孫
に
つ
い
て
ま
で
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
系
統
の
古
城
記
が
原
本
と
な
り
、
書
き
写
し
転
写
さ
れ
そ
の
度
に
増
補

加
筆
が
行
わ
れ
、
写
本
の
時
の
誤
写
や
誤
字
、
中
に
は
我
田
引
水
的
な
加
筆
を
さ
れ

た
も
の
も
多
く
見
ら
れ
る
。
又
、
江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た

『陰

徳
太
平
記
』

・
『西
国
太
平
記
』

・
『吉
田
物
語
』
等
の
軍
記
物
も
古
城
記
に
多
大

な
影
響
を
与
え
、
是
等
の
本
に
書
か
れ
た
人
物
や
戦
記
を
書
き
加
え
た
古
城
記
も
あ

ら
わ
れ
、
更
に
繁
雑
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
今
日
備
後
地
方
に
数
十
種
伝
わ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
古
城
記
の
生
い
立
ち
で
は
な
い
か
と
思
う
。

備
後
の
国
人
、
土
豪
達
の
中
か
ら
強
大
な
勢
力
を
持
つ
者
が
現
れ
な
か

っ
た
為
に
、

尼
子
と
大
内
の
二
大
勢
力
の
狭
間
で
翻
弄
さ
れ
、
そ
の
山
城
と
共
に
興
亡
を
繰
り
返

し
、
後
に
は
毛
利
氏
の
台
頭
に
よ
り
吸
収
さ
れ
、
或
い
は
減
ぼ
さ
れ
た
。
毛
利
氏
は

中
国
地
方
の
覇
者
に
な
る
と
、
政
策
と
し
て
国
人
達
の
在
地
性
を
奪
い
弱
体
化
さ
せ

そ
の
家
臣
化
を
進
め
る
た
め
、
所
領
の
削
減
や
没
収
、
所
替
を
断
行
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
戦
国
時
代
を
生
き
抜
い
て
来
た
木
梨
氏

・
久
代
宮
氏

・
有
地
氏

・
田
総
氏

・
古

志
氏
等
の
備
後
の
有
力
豪
族
も
戦
国
の
表
舞
台
か
ら
消
え
て
行

っ
た
。
ま
た
後
に
、

毛
利
氏
が
防
長
ニ
ケ
国
へ
転
封
に
な
る
と
、
多
く
の
備
後
の
国
人
達
も
こ
れ
に
追
従

し
た
。
こ
の
た
め
古
城
記
の
裏
付
け
と
な
る
第

一
級
の
歴
史
的
資
料
が
大
変
少
な
く
、

我
々
が
中
世
史
を
研
究
す
る
時
に
必
ず
突
き
当
た
る
大
き
な
壁
で
あ
る
。

馬
屋
原
重
帯
翁
は

『西
備
名
匠
』
の
初
巻
引
用
書
目
に

「古
城
記
数
十
部
」
と
書

か
れ
、
故
土
肥
日
露
之
進
氏
は

「
二
十
数
種
類
の
古
城
記
を
見
た
」
と
書
き
残
し
て

お
ら
れ
る
が
、
私
が
集
め
た
古
城
記
は
未
だ
二
十
部
に
満
た
ず
浅
学
非
才
の
身
で
、

先
人
達
が
残
さ
れ
た
貴
重
な
史
料
に
つ
い
て
検
証
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
す
が
、
敢

え
て
こ
こ
に
披
渥
し
て
、
識
者
の
ご
批
判
ご
助
言
を
仰
ぎ
た
く
存
じ
ま
す
。
私
の
夢

は
善
本
と
言
え
る
古
城
記
に
出
会
う
事
で
す
、
朗
報
を
期
待
し
つ
つ
筆
を
置
き
ま
す
。
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